
令和４年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会  

第五ブロック研修会次第  

 

日  時  令和４年 11 月６日（日）午後１時 30 分～（午後１時受付開始）  

 

場  所  武蔵野スイング 10 階スカイルーム  

 

テーマ  「市民ニーズを活かす・つなげる“学びおくり”のいま  

～社会教育にできること～」  

 

内容  

(1) 開会式  午後１時 30 分～  

開会の辞   武蔵野市社会教育委員の会議議長  助友  裕子  

開催市挨拶  武蔵野市教育委員会教育長  竹内  道則  

主催者挨拶   東京都市町村社会教育委員連絡協議会副会長  篠﨑  光正  

 

(2) 研修会  午後１時 40 分～  

“学びおくり”とは？第二期武蔵野市生涯学習計画について  

           武蔵野市社会教育委員の会議議長   助友  裕子  

  事例紹介〈武蔵野市民交響楽団〉  

                   武蔵野市民交響楽団事務局長 / 

武蔵野市社会教育委員    岡本  厚子  

   ワールドカフェ（グループ討議）～社会教育にできること～  

  ファシリテーター  武蔵野市社会教育委員の会議副議長  光田  剛  

     １ラウンド（ 25 分）  

   ２ラウンド（ 20 分）  

  －  休憩  －  

   ３ラウンド（ 20 分）  

     全体セッション（各グループ発表）（各グループ３分×７グループ）  

     クロージング（ 10 分）  

 

(3) 閉会式  午後４時 20 分～  

  次期幹事市挨拶    三鷹市生涯学習審議会・社会教育委員会議  

会長   田中  雅文   

   閉会の辞       武蔵野市社会教育委員の会議副議長  光田  剛   
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東京都社会教育連絡協議会
第五ブロック研修会
テーマ

市民のニーズを活かす・つなげる

“学びおくり”のいま ～社会教育にできること～

令和４年11月６日（日）

午後１時30分～４時30分

武蔵野スイングホール



開会式
開会の辞
武蔵野市社会教育委員の会議議長 助友 裕子

開催市挨拶
武蔵野市教育委員会教育長 竹内 道則

主催者挨拶
東京都市町村社会教育委員連絡協議会

副会長 篠﨑 光正

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



「第二期武蔵野市生涯学習計画」の紹介

武蔵野市社会教育委員の会議

議長 助友 裕子
資料：武蔵野市公式ホームページ

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



「第二期武蔵野市生涯学習計画」の紹介

１．背景

２．基本理念

３．「学びをひろげる・つなげる」
の支援
－武蔵野市生涯学習事業費補助金

－武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験
活動団体支援事業費補助金

資料：第二期武蔵野市生涯学習計画



背 景

資料：第二期武蔵野市生涯学習計画

人口推計：年齢３区分別人口

人口推計：年齢３区分別人口の比率



背 景

資料：第二期武蔵野市生涯学習計画

日々の生活の中で実感していること



基本理念

「恩送り」 恩を受けた人ではなく、それ以外
の人へ送ること

「学びおくり」 学んだことを他者、地域、コミュニ
ティ、社会、あるいは次の世代へ
「おくる」（送る・贈る）こと

資料：第二期武蔵野市生涯学習計画



資料：第二期武蔵野市生涯学習計画



資料：第二期武蔵野市生涯学習計画

「学びをひろげる・つなげる」の支援



資料：武蔵野市公式ホームページ

「学びをひろげる・つなげる」の支援
■ 武蔵野市生涯学習事業費補助金

■ 武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事
業費補助金

主なスケジュール

3月 広報開始

4月 募集〆切

5月 審査（書面・プレゼンテーション）

6月 結果通知・交付

＜視察＞

3月 報告会



資料：武蔵野市公式ホームページ

「学びをひろげる・つなげる」の支援
■ 武蔵野市生涯学習事業費補助金

■ 武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事
業費補助金

ご清聴ありがとうございました。



武蔵野市民交響楽団
事務局長 岡本厚子



「私たちの街には音楽があります」をスローガンに武蔵野市で活動

創立：1975年5月25日

1969年創設の武蔵野市青少年吹奏楽同好会を母体とし、当団創設名誉音楽監督の小池利宏氏により創設

団員数：約90名（現在活動している者）

現在はCOVID-19のため活動に参加している団員が少なくなっているが、コロナ前は後述の準団員と合わせて
常時150名程度の団員が在籍

活動場所：

練習は主に武蔵野市立第一中学校

（現在はCOVID-19による人数制限のため

大規模な合奏練習などは近隣の他の施設

も使用）

演奏会は武蔵野市民文化会館（ARTE）

楽団概要

武蔵野市民文化会館（写真はホームページより）



演奏会

◆吹奏楽定期演奏会（2月、9月） 【2022.2第102回定期演奏会開催】

◆管弦楽定期演奏会（5月、11月）【2022.5第93回定期演奏会開催】

◆室内楽定期演奏会（1月、6月） 【2022.6第90回定期演奏会開催】

◆準団員定期演奏会（12月） 【2019.12第28回定期演奏会開催】

※「定期演奏会」と銘打った演奏会以外の場合もあるため実際の演奏会の回数とは異なります

同一の楽団で、吹奏楽・管弦楽・室内楽など異なる形態の演奏会を開催

楽団概要

第91回管弦楽定期演奏会/2019年11月24日第100回吹奏楽定期演奏会/2021年9月26日



武蔵野市内での活動

◆小中学校音楽支援

◆成人式ファンファーレ

毎年成人式の開幕ファンファーレを演奏
（COVID-19以降は行っていない）

◆ふれあいコンサート

過去に年に1度、市内小学校で演奏会を実施

開催校の吹奏楽部と共演

◆その他市内イベント

市内で行われるイベントなどで依頼演奏を実施

その他の活動

◆友好都市演奏旅行
 長野県川上村

 ルーマニア国ブラショフ市

◆合宿

楽団概要

成人式でのファンファーレ/2018年1月



動画紹介



➢2017 アンサンブル・ダ・カーポ 第94回吹奏楽定期演奏会

第２部で人気ゲーム「ドラゴンクエスト」特集を展開

① 照明費用補助

発売から30年たち、ドラゴンクエストで育った世代がいま、子育て世代となり、
親子でゲームを楽しむ方も少なくない。そこでこのステージで照明を駆使し、
より五感で楽しんでもらえるようなファンタジーコンサートにする

② 託児サービス費用補助

乳幼児の入場制限はしておらず親子で楽しんでいただけるが、遠慮される方もいる
ため、託児サービスをする。

➢2018 第89回管弦楽定期演奏会

① 託児サービス費用補助

② 宣伝活動補助

25～44歳の市人口が低下している現状より、その世代にアピールできる広報活動
（駅ポスターや託児サービス等）を行う。

補助金活用事業

学びの障壁の除去



➢2019 アンサンブル・ダ・カーポ 第99回吹奏楽定期演奏会

演奏会会場ホワイエにおいてオリンピック・パラリンピック、ルーマニアに関する
パネルを展示。

演奏会来場者にオリンピック・パラリンピックに関する

取組みや、交流を深めてきたルーマニアに関するパネルの

展示を通して武蔵野市におけるオリンピック・パラリンピ

ックやルーマニアの活動の理解への一助となり地域活動に

貢献

→ 結果的には補助金事業でなく、多文化共生・交流課との

協力により実施。

補助金活用事業



• 市内の小中学校の吹奏楽部に希望に応じ、当団のトレーナーや団員を指導に派遣

楽器演奏技術向上や知識の習得を目的として合奏指導、パート指導、セクション指導を行っている。

市教育委員会から各校音楽教諭宛てに調査票送付 希望票を楽団へ

楽団が調整し派遣日時・人員を決定。

➢ 2018年度は12校43回実施

➢ 2019年度は13校24回実施

➢ 2020年度はCOVID-19のため、中止

➢ 2021年度は8校15回実施
✓ 緊急事態宣言等で中止やリスケが相次ぎ、当初予定のところすべては実施できなかった

✓ 2021年度はすべてトレーナー派遣。

✓ コンクールや演奏会の指導など

➢ 2022年度は進行中（10/10現在10校15回実施）
✓ 7/23には武蔵野市民交響楽団団員による指導も実施（大野田小学校）

小中学校音楽支援

学びを深める
ための機会の

提供

学びの成果の
活用と継承



• むさしっこ！バンド

小中学校音楽支援

普段の部活動を離れて、個人参加

市内の他校の生徒や市民交響楽団団員と一緒に練習
練習日は・・・11月から12月の土曜日午後５回程度を予定

練習成果を発表しよう！
発表会：12月25日（日） 武蔵野市民文化会館大ホール（定員１，２５２名）

武蔵野市民交響楽団準団員定期演奏会に出演

Ｑ．むさしっこ！バンドって？

Ａ．市内中学校吹奏楽部による合同バンドの名称です。他校生や団員との交流や発表の

場を設けることにより、音楽を通じた中学校生活の一層の充実を目的としています。

『むさしっこ！』は、

① 各中学校の数字 「 む(６) さ(３) し(４) っ(２) こ(５) ！(１) 」

②「武蔵野市の子どもたち」 という２つの意味をもっています。

学びの
きっかけづくり

発表や交流
の促進

学びを深めるための
機会の提供



• 開催時期は毎年12月

• アンサンブル・ダ・カーポ
常任指揮者の上原宏氏を指
揮者に迎えて、中学生や成
人の初心者を中心とした吹
奏楽の演奏会を開催

• 市内中学校吹奏楽部の有志
による「むさしっこ！バン
ド」と一緒に演奏

準団員定期演奏会

第27回準団員定期演奏会/2018年12月23日



準団員定期演奏会

・準団員練習風景
中学生と大人の初心者が
一緒に練習している



準団員定期演奏会

多世代交流の場
となっている



メンバー募集チラシを市内の

中学校吹奏楽部宛てに送付

生徒保護者→楽団に直接申し込み



・準団員定期演奏会チラシ

学校交換便にて市内の小中学校に
広く配布

小学生にも広くアピールすること
で、未来の準団員やむさしっこ！
バンド参加者の確保につなげたい

学びの成果の
活用と継承



「学びおくり」の活動としてのまとめ

• 年間7回の定期演奏会 → 地域へ「おくる」

• 準団員活動 → 次の世代へ「おくる」、地域へ「おくる」

• むさしっこ！活動 → 次の世代へ「おくる」、地域へ「おくる」
➢ 武蔵野市からの委託事業

• 小中学校音楽支援 → 次の世代へ「おくる」、地域へ「おくる」
➢ 武蔵野市からの委託事業

• ふれあいコンサート → 次の世代へ「おくる」、地域へ「おくる」

• 成人式など武蔵野市の式典での演奏 → 地域へ「おくる」

• その他、民間の市内イベントに参加 → 地域へ「おくる」

まとめ



• コロナ禍の影響で長らく中止されていた活動が、徐々にではあるが再開することができ
て喜ばしい。

• しかし、いまだに活動に制限は多く、特に学校施設利用に関しては人数制限が厳しいた
めこれまで使えていた中学校が使えず、毎回外部の練習会場探しに苦労している。

• また、活動は再開し始めたものの、本団員も準団員も、活動再開を喜んでいる人とコロ
ナに慎重な人とに二分されてしまった。

• 武蔵野市からのご支援、ご協力をいただきつつ、活動を通じて自分たちも楽しみながら
地域に貢献していきたい。

現状と課題

ご清聴ありがとうございました。



ワールドカフェ
（グループ討議）

ファシリテーター

武蔵野市社会教育委員の会議

副議長 光田 剛

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



ワールドカフェとは？
・『カフェ』のようなリラックスした
雰囲気の中で、

・少人数に分かれたテーブルで

・自由な対話を行い、

・他のテーブルとメンバーを
シャッフルして対話を続けるこ
とにより、

・参加した全員の意見や知識を
集めることができる対話手法の
一つです。

他花受粉

資料：OUR FUTURES.

資料：四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）．ワールド・カフェの手引き．

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



市民のニーズを活かし、つなげ、社会教育にできることは？

１ラウンド（25分）自己紹介／問いについて話し合い

別テーブルへ移動

２ラウンド（20分）自己紹介／各テーブルでの話を紹介

１ラウンドのテーブルへ戻る

－休憩（15分程度）－

３ラウンド（20分）発見や学びを持ち帰り共有する

４ラウンド 全体セッション発表（各３分）

５クロージング まとめ（10分）

ワールドカフェの進め方

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



ワールドカフェのエチケット
○ 対話を楽しみましょう

結論を無理にまとめる必要はありません。

○ 話をよく聞きましょう

自分が話すばかりではなく、他の人の話に耳を傾けましょう。

○ 「質問」して広げてみましょう

わからないことや理解できないことはどんどん質問してみましょう。

○ テーマに集中しましょう

テーマにフォーカスした深い洞察と対話により、その場が活性化します。

○ 否定しないで、受け止めましょう

ワールド・カフェは議論の場ではありません。多様な意見を受け入れ、それに触発される自分自身
を楽しみましょう。

資料：四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）．ワールド・カフェの手引き．

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



ラウンド①（25分）
「市民のニーズを活かし、つなげるための課題・解決策は?」

０．自己紹介 ・お名前 ・小学生の時好きだった教科

１． 「市民ニーズを活かし、つなげるための 課題・困りごと」
ルール ・付箋紙１枚に１ 「課題・困りごと」

・大きな文字でシンプルに！ ➔

・とにかくたくさん出してください！

２．グループでシェアしながら、解決策（良い事例）を話し合いましょう。
共有方法 手順１．模造紙に似た意見同士をまとめる。

手順２．余裕があれば、各まとまりに見出しを。

手順３．さらに余裕があれば、社会教育にできることをメモ。

（記入例）

届く
広報
とは?

団体の
高齢化

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



ラウンド②（20分）
「市民のニーズを活かし、つなげるための解決策（良い事例）は?」

０．自己紹介 ・お名前 ・小学生の時好きだった教科

１．模造紙を見ながら、各テーブルで出た話を共有します。

ルール ・模造紙に足跡をつけます

足跡の例：イラストやマーク

足跡の例：コメント

足跡の例：解決策

団体の高齢化 市民ニーズを把握
するには?

どう広報すれば良い? 講座の企画力

多世代をつなぐ

（記入例）

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

学びおく
りの活性
化

いいですね！

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



休 憩

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



１．各テーブルで出た話から発見や学びを持ち帰り

共有します。

ラウンド③（20分）
「市民のニーズを活かし、つなげるための解決策（良い事例）は?」

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



１．模造紙を見せながら、各テーブルで出た話をまとめて
発表します。

１鈴 2:30

２鈴 3:00

発表時間 各3分

全体セッション

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～

市民のニーズを活かし、つなげ、社会教育にできることは？



クロージング

・ファシリテーターのまとめ

・感想

・記念撮影

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～

市民のニーズを活かし、つなげ、社会教育にできることは？



閉会式

次期幹事市

三鷹市生涯学習審議会・社会教育委員会議

会長 田中 雅文

閉会の辞

武蔵野市社会教育委員の会議 副議長 光田 剛

開会

13:30～

計画説明

13:40～

事例紹介

13:50～

ワールドカフェ

14:10～

閉会

16:20～



東京都社会教育連絡協議会
第五ブロック研修会

お疲れ様でした。

アンケートにご協力ください。


